
人権教育の充実

努　力　事　項 具 現 化 の た め の 取 組

１　幼児児童生徒、学校及び地
　域の実態を踏まえた人権教育
　の推進体制の整備と充実

２　人権尊重の精神の涵養と、
　自他のよさを認め合える人間
　関係を形成する指導方法等の
　改善・充実

３　人権教育の推進を図るため
　の研修の充実

４　学校と家庭・地域社会との
　連携による啓発活動の推進

○　社会情勢の変化を踏まえた人権感覚を身に付け、人権意識を育む人権
教育の推進体制の整備

　・全校体制での組織的・継続的な推進
　・幼児児童生徒及び地域の実態や課題の把握と発達段階に応じた人権教
　　育目標の設定（学校教育目標との関連を図る。）
　・幼児児童生徒や地域の実態等を踏まえた、全体計画・推進計画・年間
　　指導計画の作成と全職員での共有及び共通実践
　・各計画に沿った取組の点検・評価、見直し（改善）
○　教育活動全体を通して、互いの人権を尊重し合い明るい社会を築いて
　いこうとする幼児児童生徒の育成
　・人権に関する知的理解と人権感覚を身に付け、人権意識を育み、一人
　　一人を大切にした学級経営の充実
　・幼児児童生徒の発達段階等を踏まえた指導方法等の工夫
　・人権コーナーの設置を含めた、校内の掲示物や教室環境、言語環境等
　　における、人権に配慮した環境づくり及び点検
　・様々な人権課題を正しく理解する教育活動の推進
　・自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることが、具体的な態度

　や行動に現れるような実践的な態度の育成
　・一人一人の「学び」と「心の居場所」を保障する授業づくり、人間関
　　係づくりの工夫
　・教科等における協力的、参加的、体験的な学習を取り入れるなど人権
　　が尊重される授業づくり
　・道徳科との関連を重視した指導方法の充実
　・シティズンシップ教育の充実に向けた取組（高校）
○　教職員自らの人権に関する認識をさらに深め、指導力の向上を図るた
めの研修の充実

　・教職員自らが人権尊重の理念を深く認識し、人権に関する知的理解と
　　人権感覚を身に付けるための、キャリアステージに応じた計画的、継

　続的な研修の充実
　・人権教育の指導方法等の改善・充実
　・人権に配慮した環境づくりのための研修の充実、言語環境への配慮に
　　ついての研修の充実（教職員の発する言葉等）
　・様々な人権課題を正しく理解するための研修の充実 
　・人権教育の日常化を図り、一人一人の幼児児童生徒を大切にするため
　　の「人権教育の日常化を目指すチェックリスト」（人権教育指導資料

第47、第48集）等の活用
　・関係資料の整備と効果的な活用（第48集を活用したミニ研修等での活

　用の推進）
　　※人権教育の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ］（平成20年３月・人

権教育の指導方法等に関する調査研究会議・文部科学省）の活用
　　※人権教育を取り巻く諸情勢について～人権教育の指導方法等の在り方について［第

三次とりまとめ］策定以降の補足資料～（令和３年３月［令和６年３月改訂］・学
校教育における人権教育調査研究協力者会議・文部科学省）の活用

　　※人権教育に関する特色ある実践事例（平成23～27年度・文部科学省ホームページ）
の活用

　　※人権教育アーカイブ（文部科学省ホームページ）の活用
　　※人権問題啓発映画「ホーム」（茨城県・茨城県教育委員会制作）の活用
　　※人権教育指導資料（茨城県教育委員会）の活用
○　家庭・地域社会に対する人権課題を正しく理解するための啓発活動の
推進

　・人権課題を正しく理解するための内容を載せた学校だよりの発行、学
　　校Webページ等への掲載による日常的な発信
　・家庭教育学級、授業公開等における人権教育を意識した取組の工夫
　・学校と社会教育機関及び人権擁護機関との連携
　　※社会福祉体験活動、ボランティア活動、自然体験活動等の実施
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3 健やかな体を育む教育の推進

健康教育の充実

１　健康の保持増進のための
実践力の育成を図る学校保
健の充実

２　自他の生命尊重を基盤と
した安全能力の育成を図る
ための学校安全の充実

３　望ましい食習慣の形成と
食の自己管理能力を育む学
校給食の充実

○　児童生徒の実態や発達段階に応じた計画的な保健教育の実践
　・学校保健計画の位置付けと全職員の共通理解
　・外部講師を招いた喫煙・飲酒・薬物乱用防止教室及び性に関する講演会等の開催
　・がん教育の充実及び現代的な健康課題への理解増進
　　※「がん教育プログラム」補助教材・映像教材（文部科学省）の活用
　　※「知っていますか？がんのこと」（茨城県教育委員会）の活用
　　※「現代的な健康課題」に関する講演会の開催
　・各種資料を活用した保健教育の充実
　　※「喫煙、飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資料」、「性に関する指導の手引き」、
　　　「『生きる力』を育む保健教育の手引」の活用
○　保健教育を推進するための学校保健委員会の活性化
　・議題やテーマの設定などを含めた運営方法の工夫改善
○　児童生徒の実態や発達段階に応じた計画的な安全教育の実践
　・危険予測・回避能力向上のための指導の工夫
　・実践的・体験的な交通安全教室の開催
　・防犯教室及び不審者を想定した訓練の実施
　・地域の災害リスクに応じた体験的な防災教育の実施
　・地域と連携した避難訓練の実施と学校防災連絡会議の充実
○　ＡＥＤを含む心肺蘇生法に関する教育の充実
　・教員による実習を含む授業の実施
　・外部講師を活用した専門的知識の習得
○ 「生命（いのち）の安全教育」の推進
　・「生命（いのち）の安全教育」のための教材及び指導の手引きの活用
○　安全教育と安全管理の一体的な活動の展開
　・学校安全計画、危機管理マニュアル等を見直すサイクルの構築
○　食に関する指導体制の確立
　・栄養教諭等の専門性を生かした指導体制の確立
　・校内食育推進組織による食に関する指導計画等の策定・進行管理
　・食物アレルギーへの対応
　　※食物アレルギー対応委員会の設置
　　※エピペン使用を含む緊急時の対応
　　※食物アレルギーの理解（児童生徒・保護者・教職員）
○　学校教育活動全体で行う「食に関する指導」の充実
　・｢食に関する指導｣の全体計画の評価・改善
　・食に関する専門家（栄養教諭等）を活用した授業の実施
　・朝食摂取の推進
　・計画的・継続的に指導するための適切な給食時間の確保（小学校50分、中学校45分）
　・食育の日（毎月19日）、食育月間（６月）、地産地消強化月間（11月）の活用
　　※食に関する指導の手引－第二次改訂版－（平成31年３月 文部科学省）の活用

　明るく豊かで活力のある生活を営む態度の育成を目指し、生涯にわたる豊かなスポ
ーツライフ及び健康の保持増進の基礎を培う学校体育・健康教育を推進する。

学校体育の充実

１　学校教育活動全体を通し
た体育・スポーツ活動の充
実と体力の向上　　

  

２　体育・スポーツ活動にお
ける安全指導の充実及び事
故防止の徹底

３　運動部活動の適正化と部
活動改革の推進

○　体力アップ推進プランの改善・充実（ＲＰＤＣＡサイクルの確立）
　・各校の実態を踏まえた１校１プランの実践
　・スポーツチャレンジの効果的な活用による運動習慣の確立
　・児童生徒の実態に応じた魅力ある体育的行事の工夫
　・体力向上に向けた家庭・地域との連携（体力つくり推進委員会等の設置）
○　健康・安全に関する自己管理能力を育てる指導の徹底
○　児童生徒の体力や技能に応じた指導計画の作成
○　施設・用具の適切な使用及び管理と安全点検の徹底
○　健康観察の徹底と体調不良を申し出やすい雰囲気づくり
○　事故発生時の適切かつ迅速な対応
○　茨城県「部活動運営方針（改訂版）」の遵守
　・適切な休養を確保するための活動時間管理の徹底
　・適切な運営のための体制整備
　・生徒の多様なニーズを踏まえた活動環境の整備
　・学校の働き方改革を踏まえた運営体制の構築
○　部活動改革の推進
　・部活動の適正数設置及び複数顧問制の徹底
　・休日における中学校の部活動は、地域の実情等を踏まえつつ、全ての学校部活動に

　おいて地域展開の実現を目指す
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